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研究成果の概要（和文）：嚥下障害や咀嚼障害者に対する栄養管理は、経口からの栄養補給と非

経口からの栄養補給を併用することが多い。経口摂取する場合に、適切な物性の食事提供は難

しいと考えられている。そこで、経口摂取を進めるために段階的な嚥下食物性値に準じた市販

食品に分類およびレシピについて検討した。また、この段階的な嚥下食物性値は、2009 年から

施行された厚生労働省特別用途食品えん下困難者用食品の基準策定にも用いられた。 

 

研究成果の概要（英文）：It is usually used that nutritional management combines oral 

route and non-oral  route for people with difficulty in masticating or swallowing.  In 

case of use of the oral route, it is difficult to serve suitable physical properties of food 

for them.  We considered to categorize of food on market and to make recipe for 

stepwise swallowing foods for dysphagic patient.  Standard regulations for Foods for 

People with Difficulty in Swallowing in Food for Special Dietary Uses in 2009, it was 

based on our physical property data. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1) 嚥下障害や咀嚼障害者に適した食事を
提供するためには、適切な物性に調整す
る必要がある。しかし、病院内で適切な
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物性かどうかを測定するための機材を
通常は有していない。そこで、2006 年
に報告した嚥下食の段階的な物性値に
適する食事作成方法と市販食品の分類
を試みると共に施設で提供する食事に
ついて検討した。 

(2) 2008 年から厚生労働省においてもえん
下困難者用食品の基準策定を行ない、嚥
下障害者用の市販食品の開発において
も、物性を意識した製品が開発されるこ
とになると考えられる。 

 

２．研究の目的 

(1) 嚥下障害者は、低栄養のリスクを有して
いる。そのため、栄養補給方法ルートと
して、経口摂取と経管栄養を併用するこ
とが多い。食事の経口摂取できる可能性
のある患者に対しては、まず経口摂取を
試みることが一般的になってきている。
しかしながら、何から提供すべきかの判
断は、各施設の考え方で行っているため、
施設ごとに異なっている。そこで、標準
化に向けた基礎的な研究として、物性の
規程を試みた。物性を規定する基にした
のは、聖隷三方原病院の段階的な嚥下食
の物性値である。物性値として「かたさ」
「付着性」「凝集性」を変数とし食品の
物性を規定している。特徴として、重度
嚥下障害者に許容される物性の範囲が
最も狭く、症状の軽減と共に、物性範囲
は広がっている。この物性範囲を基に市
販食品の分類と嚥下食の作り方につい
て検討した。 

(2) 嚥下食の作成には、手間がかかるため市販
販食品を利用することも多い。厚生労働省
では、1994 年に特別用途食品に高齢者用
食品を設け「そしゃく困難者用食品」と「そ
しゃく・えん下困難者用食品」を設け、適
切な物性の市販食品の開発を促した。しか
し、この基準は約 15 年前に作成されたも
のであり、その後の新しい知見から、作成
の見直しが2008年より行われた。その際、
聖隷三方原病院の段階的な嚥下食の物性
値をたたき台として用いられた。 

 

３．研究の方法 

 (1)市販食品については、咀嚼困難・嚥下
障害者に適すると考えられる約 300品目につ
いて物性の検討を行ない、段階的な分類を行
った。病院や施設に実際に提供されている食
事については、大手委託給食会社エームサー
ビスで提供されている嚥下食のレシピ約 150
品目を再現し、物性値を測定した。 その結
果、段階的な嚥下食の基準と約 8割のレシピ
については、整合性が取れていた。残り 2割
のレシピに関しては素材の変更や調理方法
の工夫でその半数程度は、食事基準に準じた。

このレシピについては、多くの施設で利用し
ていただくことを目的に書籍化した。 
(2)聖隷三方原病院三方原病院の段階的な

嚥下食の物性値をたたき台として、1994年に
作成された特別用途食品・高齢者用「そしゃ
く・えん下困難者用食品」と比較検討を行っ
た。聖隷三方原病院の段階的な物性値を、
1994年の特別用途食品で用いた測定条件で
測定した場合の物性値を用いることとなっ
た。 
 
４．研究成果 
(1)市販食品については約 300 品目の物性測
定を行った。一般にゼリー状食品は嚥下困難
者に適切な形状と考えられているが、類似し
た形状のゼリー状製品においてもやわらか
い製品からかたい製品まで幅広い物性のも
のが存在し、中にはかたすぎて、咀嚼困難・
嚥下障害者には向かないと判断された物性
ものものも存在した。成果については、多く
の方に知っていただく必要があると考え、レ
ベル別市販食品 250（編著 栢下 淳）として
医歯薬出版から出版した。 
レシピについては、肉、魚、いもを使った

料理は、咀嚼困難者や嚥下困難者に提供する
には、かたさや付着性が高すぎるものが多か
った。そこで、このような料理のかたさや付
着性を低下させるために、料理ごとに工夫を
行った。 
・肉・魚は、素材の変更、スチームコンベク
ションの設定変更などで対応できるものが
多かった。 
・いもは、切り方の変更、煮込み料理におい
ては、煮込み時間の延長などで対応できるも
のが多かった。 
成果物として、咀嚼・嚥下困難者レシピ 100
（編著 栢下 淳）として医歯薬出版より
2009年 8月に出版した。 
病院や施設で適切な物性の嚥下食を提供す
るための参考になると考えられる。 
(2)聖隷三方原病院の段階的な物性値を、
1994 年の特別用途食品で用いた測定条件で
測定した場合の物性値を用いることで進め
られた。そのため、実測値に係数を乗じ算定
することとなった。この理論値が、正しいか
どうかを確認するため、官能検査を実施した。
感応検査は、嚥下障害者の訓練開始に適する
とされるゼリーを試料とし，嚥下障害者と 1

年以上関わりのある医療関係者 52 名で行っ
た．各パネルに試料を 8 種類提示し，あらか
じめ示した許可基準の嚥下障害の程度・摂取
できる物性の範囲を参考に，どの段階の食事
としてふさわしいか，またはいずれの段階に
もふさわしくないかを評価させた．最も多く
の回答が得られた段階を，その試料の適切な
段階として評価した．この結果を踏まえ、理
論値を一部修正した基準が 2008 年 2 月 厚



 

 

生労働省より以下の基準が公表された。 
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